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『PCA会計DX』『経理じまんDX』 
Ver.1.0 Rev.2.00プログラムでの主な機能強化・仕様変更点 

HOS180122 

※『PCA Client-API』や他のカスタマイズ（アドオン）プログラムをご利用のお客様は、アップデート後のカスタマイズプ

ログラムの動作への影響について、事前にご確認ください。 
動作に問題ないことを確認後、アップデートを実行してください。 

 
主な機能強化・仕様変更点は以下の通りです。 
操作等の詳細については、オンラインヘルプ、またはPDFマニュアルをご覧ください。 
※ご利用のシステムにより、一部ご利用になれない機能があります。 
 
≪新規処理≫ 

◆「FinTech（フィンテック）」対応として「銀行処理」に「銀行口座・クレジットカードの連携設定」「取引明細の受

入」を追加しました。 
口座等管理サービス「PCA Fintechサービス」に登録されている「銀行口座」「クレジットカード」の銀行明細、

クレジットカード明細を仕訳データとして受け入れることができます。 
 

【「銀行処理」－「取引明細の受入」】 

 

 
 

◆管理帳票機能強化として「管理帳票」に「共通補助一覧表」を追加しました。 
共通補助科目ごとに発生額、または累計額を一覧表形式で集計して表示・印刷することができます。 
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◆分析機能強化として「分析処理」に「前年比月次推移表」「前年比部門別月次推移表」「前年比補助科目残

高月次推移表」「年次経営分析推移表」「月次経営分析推移表」を追加しました。 
 

【「分析処理」－「前年比月次推移表」】 

 

 
 

◆予算機能強化として「予算・実績」に「予算分析表」を追加しました。 
指定した月度及び指定した月度までの予算と実績の比較と、期末の予測を行い、集計結果を表示・印刷す

ることができます。前年実績と当年実績の比較も可能です。 
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≪「伝票拡張項目」機能≫ 

◆摘要欄の数字1、2のように、伝票に任意の情報（締日、単価、数量、予算番号）を設定したいケースがあり

ます。 
『PCA会計』では、これらの情報を「伝票拡張項目」として管理します。データ入力処理で入力ができ、帳票

出力処理で参照ができます。 
伝票拡張項目を使用するには、「前準備」－「会社基本情報の登録」－「管理情報」タブの「伝票拡張項目」

を「使用する」に設定する必要があります。 
 

【「前準備」－「その他のマスター」－「伝票拡張項目の設定」】 

 

 
 
≪データ入力機能強化≫ 

◆自動仕訳の参照ウィンドウに「お気に入り」機能を追加しました。 
参照ウィンドウのコードの左側に「☆」マークがありますので、色を付けた自動仕訳については、画面下部の

「お気に入り項目を優先的に表示する」のチェックマークを付けることで、参照ウィンドウ内で優先的に表示

させることができます。 
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◆「随時」－「汎用データの受入」や「データ連携オプション」でデータを受け入れる際に、データバージョンを指

定することが可能になりました。 
「受入条件」－「受入項目」で「データバージョンを指定する」を選択し、「データバージョン」でバージョンを指

定します。 
 

 

 
 

 
≪出力機能強化≫ 

◆帳票のヘッダーに表示する勘定科目・補助科目の名称（名称か正式名称か）を切り替えることができるよう

になりました。「前準備」－「会社基本情報の登録」－「管理情報」タブの「帳票ヘッダー名称表示」で切り替え

ることができます。 
 

 

 



5 

 
◆以下の処理の「条件指示の「集計金額」に「貸借対照表のみ累計」を追加しました。 

選択すると、貸借対照表のみ期首から集計期間の終わりまでの累計金額を集計させることができます。 
○「管理帳票」－「部門別一覧表」 
○「分析処理」－「月次推移表」「部門別月次推移表」「前年比月次推移表」「前年比部門別月次推移表」「比

較財務諸表」「部門別比較財務諸表」 
 

 

 
 

◆「摘要帳票」－「摘要計算書」「摘要一覧表」で部門指定が可能になりました。 
 

【「摘要帳票」－「摘要計算書」】 

 

 
 

 
≪その他の機能強化≫ 

◆「ファイル」－「データ領域の一括バックアップ」でバックアップを実行した際に出力される「バックアップリスト」

に「メモ」の内容を追加しました。 
 

 
◆「ファイル」－「データの保守」の「税区分の一括更新」を「消費税率の一括更新」に名称変更しました。 
また、勘定科目、補助科目に設定されている税区分を一括変更できる「税区分の一括変更」を搭載しました。 

 
 

◆「前準備」－「勘定科目の登録」「補助科目の登録」の一覧表示画面上で税区分の表示が可能になりました。 
 

 
◆「前準備」－「フセン・管理仕訳区分の設定」をそれぞれ単独の処理（「前準備」－「その他のマスター」－「フ

センの設定」「管理仕訳区分の設定」）としました。 
 

 
◆「データ入力－「仕訳検索修正」で汎用データの出力が可能になりました。 
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◆「前準備」－「会社基本情報の登録」－「承認設定」で承認印の名称を変更した場合、「日常帳票」－「仕訳

伝票発行・チェックリスト」の承認に関するメニューバー、ツールバー、コンテキストメニューにも反映されるよ

うになりました。 
 

 
◆配賦機能強化として、配賦元科目の登録上限を30→50に拡張しました。 

 
 

◆「監査」と「監査」処理の各メニューについて、セキュリティ上の観点から「領域責任者」以外のユーザーには

非表示としました。 
 

 
◆「セキュリティ」－「処理レベルの設定」で設定内容をExcel出力することが可能になりました。 

 
 

◆「自動バックアップ管理ツール」に「転送先の世代管理」機能を追加しました。 
「タスク実行ログの確認「「サービスログの確認」で表示するログを絞り込むことができるようになりました。 

 
 

◆汎用データレイアウトを変更しました。詳細は、下記いずれかのPDFファイルの「改定履歴」ページをご覧く

ださい。 
○オンラインヘルプの「汎用データレイアウト」ページ 
○ディスクイメージDocフォルダの『PCA会計DXシリーズ』汎用データレイアウト.pdf” 

 
 

以上 
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